
200万円が4年で1億に！ DAIBOUCHOU氏が考える

「割安高配当株・割安成長株」の探し方とは？
～保有株も大公開～

２０２４年１１月２１日（木）
DAIBOUCHOU（大膨張）
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※引用した図表、文章、データの著作権は引用先にあります。
※投資は自己責任です。いかなる投資結果、失敗、損失にも責任を持てません。
※紹介される銘柄は説明の為であり、投資推奨の意図はありません。
出典：東洋経済新報社の私の著書と
私の似顔絵（絵：村野千草氏作）

「バリュー投資の億り人が教え
る 新NISA「成⾧投資枠」で1
億円: 10日で学ぶ10年10倍株の
探し方」
東洋経済新報社から発売中
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2000年
金融ビッグバン
ネット証券創業。
ITバブル崩壊、
不良債権処理
で株価下落。

2001年
9.11テロで
株価急落。
Jストリーム
(4308)など
IT株などが
逆行高。

2002年
イラク情勢緊迫化、
厚生年金基金の
代行返上による
売り懸念などで
引き続き株価下落。

2003年
りそな銀行に
公的資金注入。
SARS懸念も
早期解決。
後半株価反発。

2004年
異常な悲観相場は
落ち着いたが、
こう着相場が続く。

日経平均株価 週足チャート 2000年～2004年
大型株で大儲けできる相場状況では無かった。

日経平均株価 週足チャート 2000年～2004年

出典：株探 https://kabutan.jp/
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2000年5月(GW)
資産バリュー株で
個別株投資開始。

東証小型株 週足チャート 2000年～2004年

2001年
サミー(6426)
パチスロ「獣王」
大ヒット
BSE(狂牛病)問題
牛角逆張り。

2002年 2月
アーネストワン
(8895) 、
2002年 10月
フージャース
(8907)
新規上場。

2003年
パワービルダー、
不動産流動化株
を信用取引で
投資し、大儲け。

2004年
年初からの急騰で
資産が2.4億に急増。
しかし、2004年5月の
株価調整で
資産0.9億に急減。

東証小型株 週足チャート 2000年～2004年
大型株に比べて小型株が相対的に強かった。

出典：株探 https://kabutan.jp/
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当時、なぜ私は大儲け出来たのか？
【小型】地政学リスクや不良債権処理などで大型株が不調だったが、小型
株は相対的に堅調だった。
【環境】ネット証券で売買が手軽になったが、ADSL普及が始まった頃で、
株式投資の情報サイトやSNSが不十分だった。
【手法】当時はデイトレが人気で、バリュエーションの考え方や、企業や
決算の情報分析が今ほど一般的ではなかった。
【割安】資産バリュー株の経験から、割高株を買って損する事が無かった。

【資金】新興不動産株の格安IPOという投資機会に対して、信用取引も活用
して最大限の投資利益を得る努力をした。

【HP】不景気で家は売れないという決め付けに対して、HPで完売確認を行
い、業績予想達成と分かった上で決算勝負が出来た。株価反応も良かった。
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【保有】信用比率、現金比率の状況で対処法は変わります。

以下、フルポジ100＋信用取引買い100上乗せ（信用比率100％）の場合
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暴落対処は信用取引、現金の有無による。

信用建玉 100

現物株 100 現物株 80
（含み損追加 60）

信用建玉 100

信用建玉の含み損－20

暴落で
株価が
20％下落

現物株と信用建玉
の損失合計は40。

現物株（純資産）は
100から60に減少。

現物株60に対して
信用建玉100で
信用比率167％と
危険水準に上昇。
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8月9日8月8日8月7日8月6日8月5日8月2日8月1日

260100090760093776803489210182897402961476012498260前場売却

202940015297000520976039319960139927309291660後場売却

4630400243730093776808698970576097004360749021789920売却合計

605360047947501351300465927015750022480001352610購入合計

14232002357450-8026380-4039700-57452200-41359490-20437310売買差

←売却せずに8月30日まで保有した場合の平均値。＋19.8％+8.2％-2％無売却?

信用取引は暴落で売らされる。
【信用取引×暴落】信用担保価値（純資産）が減少し、信用比率が上昇。

信用取引と暴落の相性は悪く、保有継続が難しく、売らされる。



売買タイミング
【売買の基本方針】 相場予想はしない。

売買タイミングに優位性が無いと考えて、私が良いと思う銘柄は、今後上
昇する確率が高いと考えて、すぐに買う。悪いと思う銘柄は逆。

【株価上昇＝割高？】

・バリュー投資の原則では、株価上昇して割高になれば売却するべき。

・しかし、成⾧性が評価されて成⾧株投資家が買い始める事も良くある。

・含み益がある状態で、更なる上値が狙える美味しいタイミングです。
・経験上、急いで売るより引っ張った方が儲かる可能性が高い印象です。

・だから、売却したい株価水準でも我慢して保有継続して引っ張る。
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引っ張った後の売却タイミング
・成⾧株投資家は、多くがトレンドフォロー志向です。上昇局面で買い、
下落局面で売る傾向がある。彼らの投資基準に合わせて売買する。
・株価が上髭を付けて下落した時、ボックス相場の下値が割れた時のよう
に、下落局面に転換したと思えたら売却する。
・上昇相場途中の一時的な株価調整で売却する事もあるが諦める。
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三井E&S（7003）
の売買事例

23年11月～
購入開始

24年2月
株価調整
少し売却

24年3月 2898円の天井を見て、上髭を確認して売却
24年4月 株価2000円超えず、株価1800円割れで売却。
24年7月頃 5月の決算反応が悪く、1Q決算の反応不安で売却。

出典：株探 https://kabutan.jp/
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割安高配当株の探し方は？？
【投資方針】配当を得る事より、配当性向の上昇やDOEの設定など、株主
還元改善による株価上昇を狙いたい。

【配当性向】純利益に対する配当金の割合。決算説明資料に方針が示され
る。PERが低い会社が配当性向を改善すると、配当利回りが上昇する。

【DOE】株主資本（純資産）に対する配当金の割合。赤字もあり得る純利
益に比べて、株主資本は滅多に減らず、配当金を底支えする。

【増配】中期経営計画で配当性向を徐々に増やす方針があれば、⾧期で増
配と株価上昇が期待できる。

【財務】配当余力が十分あり、安定的に業績が増益する会社が理想的。
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割安成⾧株の探し方は？
【PER】PERを投資家の成⾧期待感と捉えて、期待が高すぎる成⾧株は外す。

【ROE】ROEは資産効率の良さを示し、資産増加率も高くなる。
・ROE＝純利益÷株主資本（EPS÷BPSでも計算できる。）

【ROA】株主資本に負債を加えた総資産での資産効率が分かる。
・ROA＝純利益÷総資産（経営分析では経常利益、営業利益も使う。）

【市況】不景気に強い業態なのか？好景気のおかげで好決算なのか？

【事情】株価が割安である事情を探す。知名度、業界、財務、時価総額？
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●インデックス投資だと、業績不振や超割高株など投資対象外な銘柄も混
ざる。駄目な株を排除して、良い株だけを選べば、より良い成果が出るは
ず。

●集中投資は上昇相場の機会損失リスクがある。また、銘柄の取捨選択が
逆効果になる恐れもある。

●相対的に銘柄を比較し、柔軟に銘柄シフト出来る。

●銘柄当たりの投資金額を減らし、悪材料発生で損切りしやすくする。

買いたい株

分からない株

売りたい株

成功、好調株

見込み違い

見込み違いは売却

選
別
投
資

成功、好調株

買いたい株

新規購入、追加

一部利食い 一部利食い

イン
デッ
クス
投資

私の分散投資の目的と特徴
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保有株の構成要素（成⾧系）
【勝負銘柄】

・成⾧性、テーマ性などで、大きな株価上昇が期待できる。
・割安さ、底堅さを犠牲にしながら、株価上昇、投資成績の牽引を狙う。

例：三井海洋開発（6269）、 JIA（7172）、 U-NEXT HD（9418）、霞ヶ関
キャピタル（3498） 、グローバルLM（3486）、楽天銀行（5838）

【割安成⾧銘柄】

・ニッチな市場で、ストック性が高い、着実な成⾧が期待できる。
・月次や決算で状況確認する程度で済み、後は放置出来る。

例：エリアリンク（8914）、ギガプライズ（3830）、アップガレージ
（7134）、ジェイ・エス・ビー（3480）、中央自動車工業（8117）
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保有株の構成要素（割安系）
【割安銘柄】方向性は3種類。全部の割安要素が合致する銘柄も多い。

【低PBR】含み益込みの実質資産に比べて割安。更に材料も？

例：イチネンHD（9619）、遠藤照明（6932）、丸藤シートパイル（8046）、
芦森工業（3526）、カメイ（8037） 、ニッピ（7932） 、青山商事（8219）

【低PER】好業績だが、不人気、低配当などで、株価が十分上がらない。

例： NCD（4783）、 SBIリーシングサービス（5834）、日本ドライケミカル
（1909）、ゼロ（9028）、QLS HD（8075）、ヤマエグループ（7130）

【高配当】株価や業績がどうあれ、配当利回りが高くて十分魅力的。

例：アンビションDX HD（3300）、SBI HD（8473）、⾧栄（2993）、 ジェ
コス（9991）、毎日コムネット（8908）、シンデンハイテックス（3131）
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信用取引でバリュートラップ対策
【バリュートラップ】

・株価が割安でも材料や魅力が無くて、株価が上がらない現象をバリュー
トラップと呼ぶ。

・資産バリュー株には絶対的な割安さがあり、保有ストレスが無い反面、
投資成績劣後の原因になりがちです。

・売却するか、保有継続するか、信用取引で増やすかの選択肢がある。

・私は、割安株＝現金相当と考えて、割安株の分は信用取引で買い増し出
来る、最低でも信用金利以上儲かれば良いと考えています。

※ 2023年から、PBR1倍割れ解消の機運が高まり、資産バリュー株が買わ
れるようになりました。
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不動産プチバブルで大成功
【開始】2000年5月から日本株投資を資産バリュー株から始める。

【履歴】金融系のキャリアは無し。独学で株式投資を学ぶ。

【成功】2002～2005年、パワービルダーや不動産ファンドの株を信用取引
で投資して大成功を収める。

【専業】2004年10月、再就職覚悟の上、1.5億円の資産で専業投資家に
なった。2006年1月に10億円を達成。

【暴落】2008～2009年のリーマンショックで資産が激減し、賃貸用不動産
や米国⾧期社債を買った。

【再開】2010年に5千万円を元手に株式投資を本格的に再開。安全重視の
割安株、株主優待株への分散投資を行う。

【失敗】株の投資比率は低下し、上昇相場で十分儲けられず。

2002年～2013年 2014年～現在
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アベノミクス相場以降
【露出】2015年8月からツイッターを開始。マネー誌掲載、セミナー活動
などを再開。オフ会にも参加し、株仲間、学びの機会も増えた。
【攻勢】2016年後半から余裕も出て、成⾧株寄りにシフトして信用取引も
再開した。
【分散】現在、300銘柄以上の分散投資で個別銘柄リスクを回避しつつ、
インデックス＋αの投資成績を目指している。
【著書】「バリュー投資の億り人が教える 新NISA「成⾧投資枠」で1億
円 10日で学ぶ10年10倍株の探し方」東洋経済新報社

「DAIBOUCHOU式 新・サイクル投資法」宝島社

四季報オンライン「超分散投資」連載中。Youtubeにも出演多数。

2002年～2013年 2014年～現在
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【売買】 【保有】

【順張り】 【逆張り】

【集中投資】 【分散投資】

【ROE】 【PBR】

【PER見ない】 【PER見る】

細かく売買をするが、

高値ブレイクした好業績株が好き。

銘柄選別しつつ300銘柄以上に分散投資。

資産効率の良い会社（高ROE）が好き。

PERは投資家の期待感。期待剥落の急落が怖い。

保有で儲けるのが基本。

私の投資家の位置付け
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私の似顔絵（絵：村野千草氏作）



私の投資判断の定性基準
【成⾧】利益成⾧しない、期待出来ない株は買わない。

【進捗】投資家の期待に比べて、業績進捗が良い。

【独自】材料が陳腐化されていない。流動性や人気は
余り気にしない。好材料発表で、人気は出るはず。

【採用】人材採用数が多く、定着率が良い。
【理解】理解不足だと、売り時が分からない。

【IR】決算説明資料や株価上昇の意欲がある。

【根拠】株価が2倍になる可能性もある強い根拠がある。
（新商品、新事業、市場環境、競合他社）

【他者】買いそうな投資家層がイメージできる。
他の投資家が買わない限り、株価は上がらない。
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個人投資家
説明会

出典：いらすとや https://www.irasutoya.com/


